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方 法 的 能 力 を 育 成 す る 生 活 科 の 授 業 構 成
The Lesson Plan of " Seikatsu-ka" (the Sub  j ect for Social Life and Living Environment)
for Developing ａ Methodical Ability
Ｉ　 はじめに
生活科は，これまで他教科が行ってきた知識偏重を
批判する中で生まれてきた。つ まり，生活科 は，「子
どもが自分なりの考え方で学んでいく」教科として位
置づけられる。そこには，自己 の発達 が大切であり，
教科としての特質を捉え，教科としての役割を明確に
していく研究が必要である。子どもは，個々の知識を
別々に記憶して学習するのではなく，記憶された知識
を相互に関連づけていくネットワークづくりをしてい
くことが必要である。つまり，知識を蓄積していくこ
とではなく，知識や記憶を生活の中でどのように生か
していくかが目的とされるべきである。
しかし，現状の生活科の授業では，活動す ること自
体に重点が置かれ，「活動あって思考なし」と批判が
あるように，活動をすればよいという活動終始型 の授
業 が多く見受けられる。 このような中で，従来の社会
科的内容と理科的内容，さらには生活指導的内容 とを
一つの知識体系として取り扱うのでなく，共通の科学
的方法のレベルで統一化を図り，教科課程構成の原理
を「内容の系統性」から「方法の系統性」へと転換を
図る生活科授業を実践しているのが広島大学附属小学
校である。
そこで，本研究では，本校が刊行物を通じて公表し
ている授業実践を研究対象として，授業構成を解明し，
その課題を明確化した上で授業モデルを提示すること
を目的とする。
Ⅱ　方法的能力と生活科の授業構成
１　方法的能力の項目
方法的能力とは，身近な自然的・社会的・文化的事
象に働きかけ，自分とのかかわりを問う中で培われる
「生活を科学する」ごく初歩的な力であり，問題解決
的な方法を構成するような諸能力である（1）。そのよう
な能力として，11項目の方法的能力を２年間の生活科
授業を通して総合的に育成しようと考えている（表１
参照）。
（１） 生活的能力としての方法的能力
①　話す・聞く・読む（表現・対話）
関　　　 浩　 和
(広島大学附属小学校)
話す・聞く・読む（表現・対話）能力とは，共通 の
素材に関して，個と集団が関わり合い，コミュニケー
ションの場を形成する力。
表１　生活科における方法的能力 の項目
方
法
的
能
力
生
活
的
話す・聞く・読む　　　（表現・対話）
書く・描く　　　　　　（記録・作図）
使う　　　　　　　　　（利用・実践）
作る　　　　　　　　　（製作・工夫）
育てる　　　　　　　　（飼育・栽培）
科
学
的
見る　　　　　　　　　べ観察・見学）
調べる・集める・探す　（調査・収集）
比べる・分ける　　　　（比較・分類）
まとめる　　　　　　　（整理・統合）
見通しをもつ・企てる　（予想・計画）
確かめる・試す　　　　（実験・検証）
②　書く・描く(記録・作図)
書く・描く(記録・作図)能力とは，調べたことやわ
かったことなどをある一定の目的に基づいて文字や絵
図で表現する力。
③　使う(利用・実践)
使う(利用・実践)能力とは，具体物の操作方法に習
熟するとともに，それぞれの目的に応じて，それらを
正しく意識的に操作できる力。
④　作る(製作・工夫)
作る(製作・工夫)能力とは，身近な材料を組み合わ
せたり応用したりして，機能的・構造的な具体物を創
造する力。
⑤　育てる(飼育・栽培)
育てる(飼育・栽培)能力とは，動物や植物に愛情を
もち，計画的・継続的に世話し続ける力。
(２) 科学的能力としての方法的能力
①　見る(観察・見学)
見る(観察・見学)能力とは，事物・現象を一定の観
点に基づいて，科学的・客観的に知覚する力。
②　調べる・集める・探す(調査・収集)
調べる・集める・探す(調査・収集)能力とは，一定
の目的意識をもって，事物・現象に関する資料を取り
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寄せ，必要な情報を引き出す力である。
③　比べる・分ける(比較 一分類)
比べる・分ける(比較・分類)能力とは，観察結果や
資料をもとに，共通点や相違点を見つけ出し，属性と
特性を明らかにする力である。
④　まとめる(整理・統合)
まとめる(整理・統合)能力とは，個々の観察結果や
資料を総合的に捉え，全体の中に位置づけたり体系づ
けたりする力である。
⑤　見通しを もつ・企てる(予想・計画)
見通しをもつ・企てる(予想・計画)能力とは，疑問
やズレ等の問題に対して，解決の手順や方法を探った
り，活動の計画を立てたりする力である。
⑥　確かめる・試す(実験・検証)
確かめる・試す(実験・検証)能力とは，何らかの問
題を解決する際に，ある程度の仮説や予想を一定 の条
件下において明らかにする力である。
２　方法的能力を育成する生活科の授業構成
方法的能力を育成する生活科の授業構成を明らかに
するために，指導案及び授業記録が明確に示されてい
る28事例(2) を考察対象として，生活的能力 と科学的
能力の育成を目指す授業構成に分類し，それぞれの典
型的な事例を取り上げて論述したいと考える。
(１) 生活的能力を育成する生活科の授業構成
①　 第１学年｢ のりものランド｣ の授業構成(Ｎ０.8)
本事例は，書く・描く(記録・作図)，話す・聞く・
読む(表現・対話) の育成をめざした実践である。
生活の中で役立っているいろいろな乗り物を クラス
のみんなに発表する中で話す・聞くを中心としたコミュ
ニケーション能力を高めようとしている。夏休みに乗っ
た乗り物の思い出を絵に描く作業を取り入れ，自由に
乗り物の絵を描いた後で, 絵を分類していくことによっ
て乗り物の種類や役割に気づく構成になっている。
②　第２学年｢ いきものをそだてる｣ の授業構成(No.  12)
本事例は，書く・描く(記録・作図)の育成をめざし
た実践である。生き物の変化を気づくのが目的ではな
く，生き物の成長の様子や特徴をとらえる記録の必要
性に気づくための方法として位置づけられているのが
特徴である。絵や文で記録に残して，後でその変化し
たわけを考えるための資料として活用するのである。
記録を継続していくことにより，変化していく様子を
見る(観察) ことの必要性も気づくような構成 である。
また，生き物の成長が，自分とのかかわりを深める手
だてとなっており，自分たちの経験( かかわり) を引
き出すような授業構成といえる。
③ 第1 学年｢ カタツムリとあそぼう｣の授業構成(No.7)
本事例は，育てる(飼育・栽培) の育成をめざした
実践である。従来の理科型の活動では，科学的認識の
獲得から自然への問い続けという一方通行的な学習過
程であった。方法的能力の育成に関する生活科授業に
おいては，カタツムリと繰り返し遊ぶという活動から
新たなかかわりと気づきを発見することになっている。
通常は，カタッムリならば，カタツムリの生態 そのも
のを観察することが目的とされていたが，本実践では，
カタツムリという生き物と子どもたちのかかわりを重
視した構成になっている。そのことにより，子ど もた
ちのかかわりのレベルが，「傍観的 （カタツムリで遊
ぶ）→主観的（カタツムリと遊ぶ）→共感的（カタッム
リになって遊ぶ）」というレベルを見い出している（3）。
①　第１学年「こ｀うえんであそぼう」の授業構成(No.27)
本事例は，使う（利用・実践）の育成をめざした実践
である。経験（かかわり）と認識（気づき）を結びつ
ける単元構成で，子どもの体験に基づきつつ，教師の
指導によって遊びの中で気づきにくいことに気づかせ
るために，教室での話し合いの場を設けている。さら
に，公園への「かかわり」と 匚気づき」を深めるため
に，再び公園での遊びを体験させるという構成になっ
ている。ここにも「‾連続性」の視点が見られる。通常
は，「かかわり」を重視するあまりに，遊び活動だけ
に終始している場合が多い。自分が公園で遊ぶという
こと仁より，公園を利用するということに対する認識
や他の一般の利用者の立場に立った認識の芽も生じる。
最初は，自由に公園で遊ぶことからはじめ，遊 びを通
して気づいたことを地図に表現したり，木の実で遊ん
だりした後さらに，「夢 の公園をつくる」 という設定
により，自分の公園に対する主体的な「かかわり」 の
中から 厂気づき」を深めていくことを可能にしている。
つまり，匚遊ぶ」だけの活動に終わらずに，匚夢 の公園
をつくる」という新しい視点を与えているのである。
公園に対する認識は，公園を自分とのかかわりで対象
として意識し，自分の思いから友だちの思い，さらに
は，利用者の思いという立場で「公共性」の視点か ら
再構成するような授業構成になっている。
⑤　第２学年「もしもし　ひろば」の授業構成（Ｎ０.17）
本事例は，作る（製作・工夫）の育成をめざした実践
である。「通信」をテーマにして，様々な通信手段を
模擬的に製作する活動や，調べる活動によって単元を
構成し，活動を子どもが考えたり，発展させたりす る
中で，方法的能力を育むとされているＯまず，糸電話
や豆電球のおもちゃを作る活動から友だちと遊ぶ活動
が位置づけられている。そこから，相手に電話をかけ
たり，手紙や物を実際に送るという活動によって，よ
りよい送り方を考えるような手だてになっている。電
話機や郵便ポストを一つ置くだけで，学習者の方から
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何らかの活動が始まり，それらを媒介にして他者との
交流が広がる。子どもたちは，没入できる活動の中で
よりよい方法を習得し，その能力を伸ばしていくよう
にしている。つまり，「かかわり」と「気づき」を統
一的に育成することをめざす中で，対象を「遊び」と
いう視点からとらえなおし，より子ども側に立った授
業構成となっている。
（２）科学的能力を育成する生活科の授業構成
①　第１学年「ふゆとなつ」の授業構成（Ｎ０.5）
本事例は，調べる・集める・探す（調査・収集）と比
べる・分ける（比較・分類）の育成をめざした実践であ
る。季節における社会事象や自然事象の比較だけでな
く，冬と夏ではっきりと違う物の一つである衣服に目
を向け，衣服を身に付ける理由や季節，目的，状況に
応じ
て衣服を着替えていることに気づくようになって
いる。「人は，なぜ服を着るのか。」という発問から人
が服を着るわけについて考え,各自が決めてきたファッ
ションでファッションショ
をー行う活動から，その説
明をすることによって，その服と着ている理由や目的
が分かるようになっている。さらに，準備されていた
ダンスにしまうという設定によって，分類の思考が養
われるような構成になっている。
②　第1学年「ふゆとなつ（ふゆのデパート）」の授業構成(No.6)
No.5の「ふゆとなつ」の実践をさらに改善し，子
ども
の活動を活性化させたのが本事例である。冬らし
いもののイメー ジ，あるいは日常的な衣食住という分
類単位で「冬のデパ
トー」をつくる。次に「夏のデパー
ト
」という課題によって，「冬のデパート」における
分類単位を冬と夏との比較の基準として活用させるよ
うにしている。子どもの分類能力育成のための「デパー
トづくり」という方法は，子どもたちにチャレンジ的
な要素を含み意欲を喚起している。部門別に商品を販
売
している店であるデパートは，そのものが部門別品
目別に仲間分けされた店であり，分類することに適し
ている。また，子どもたちにとってデパートは身近な
ものであり子どもたちが自分で再生することも可能な
素材であるといえる。
つまり，対象を認識するために，分類・比較という
思考にかかわる能力の育成をめざした実践であり，子
どもの身近な事象で
再生可能なものを取り上げ,比較・
分類し，共通性や相違性を認識できるようにし，子ど
もの「‾気づき」を引き出すような授業構成となってい
る。
（３）方法的能力の構造分析による課題の明確化
方法的能力の項目は，生活的・科学的能力に分けて
考えられている。もちろん，実際の活動によっては，
それぞれが相互に関連し合い，結び付き合って問題解
決的な具体的活動を通して育成されるものであるとさ
れている
。しかし，どのように結び付き合って育成
れるのかは
，不明確である。項目を生活的と科学的に
分類するよりも
，項目内のレベルアップを考えること
が必要である
。さらに，方法的能力の11項目には，い
くつかの構成要素が考えられる
。①コミュニケーショ
ンの能力としての方法的能力②生活科固有の能力とし
ての方法的能力③探究的活動の能力としての方法的能
力の３要素である
。これらの能力は，互いにかかわり
合っており
，単に生活的な能力と科学的な能力と分類
することはできないといえる。
コミュニケ
シーョンの能力は，生活の中で意思・感
情
・思考を伝達する能力であり，子どもが生活してい
く上で基礎的な能力であるといえる
。これは，あらゆ
る教科にもかかわる能力であり
，生活科固有のものと
はいえない
。これに対して，生活科固有の能力もある。
また
，探究的活動の能力としての方法的能力では，生
活的なレベルから科学的なレベルに高まっていく場合
がある
。つまり，スキル的な初歩のレベルから，さま
ざまな状況を自分なりに
，判断したり，説明したりで
きるレベルへと高まっていく中で能力が育成されると
考えるのである
。つまり，方法的能力の項目は，生活
的
・科学的能力に分けて考えられているが，各項目を
生活的と科学的に分類するのではなく
，その能力が生
活的レベルから科学的レベルに高まっていくことが必
要であると考えられる。
例えば，方法的能力「見る」を取り上げてみる。
具体的に匚見る」
1○　事象の存在を発見する。
0　事実や出来事を正確にとらえる。関連的に匚見る」
1○　比較・分類する。
0　分析する
。
多面的に匚見る」
↓○　新い頂点に転換する。
象徴的に匚見る
」
○　背後関係にまで広げる。
匚見る
」とは，対象へかかわっていく場合の基本的
な能力である
。匚みる」ことは，匚広辞苑」によると，
①目にとめて内容を知る
。②判断・評価する。③物事
を調べて行う
。④世話をする。⑤自ら経験する。匚見
る
」のレベルを高めていくためには，方法的能力の
匚調べる」・「比べる」・厂分ける」などの諸能力が
関連してくる
。つまり，子どもたちの見方に自然と比
較
・分類の思考が絡んでくればF‾見る」レベルも上に
示すようにアップできるのではないかと考える
。
その基礎となるのが，生活科固有の能力と，コミュ
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ニケーションの能力であるといえる。
以上に基づき，方法的能力を各構成要素で次のよう
に分類することができる(表２参照)。
表２　方法的能力 の構成要素
①　 コミュニケーションの能力としての方法的能力
話す・聞く・読む
書く・描く
(表現・対話)
(記録・作図)
②　生活科固有の能力としての方法的能力
使う
作る
育てる
(利用・実践)
(製作・工夫)
( 飼育・栽培)
③　探究的活動の能力としての方法的能力
見る
見通しをもつ・企てる
調べる・集める・探す
確かめる・試す
比べる・分ける
まとめる
(観察・見学)
(予想・計画)
(調査・収集)
(実験・検証)
(比較・分類)
(整理・統合)
Ⅲ　方法的能力を育成する生活科の授業構成に基づく
授業モデル
１　 授 業 構 成 の 基 本 的 な 手 順
授 業 を 構 成 し て い く 基 本 的 な 手 順 を 示 す と
，
以 下
の よ う に な る 。
-,---一一-------------------44--^｀^｀ '｀ '｀ '｀ """""-･-'4""""""' ｀゛゛｀ ^｀ """""" “' ゛゛ ^'^｀ '゛●
｜　 ①　 育 成 し た い 方 法 的 能 力 を 決 定 す る
Ｏ　　　　　l
③
図 １
子どもの生活，現実のなかで①で決定した方
法が用いられている場合を類推し，再生可能な
ものを選び出す。
学習活動を②の場合をもとに構想する。現実
の事物や場合と，そこで駆使される方法との関
連性に依拠しながら行う。
方法的能力を育成する生活科授業の内容の構成
生活科では,図1 に示す内容選択の視点として,３つ
の基本的視点と10項目の具体的視点が示されている(4)。
従来 の授業構成が内容選択の視点からだけのアプロー
チであったのに対し，図１に示すように方法的側面を
重視したアプローチに基づく授業構成にある。つまり，
社会や自然認識の内容を総合的に学ぶのではなくその
共通の基盤となる学び方，匚方法原理」を学 ぶのであ
る
Ｏ これは，
内容重視から方法重 視への転換であり，
方法を重視して，学ばせたい認識内容とのかかわりで
学んでいけば，中学年以降の学習にもつなげることが
可能である。つまり，内容 の構成に関しては，単に文
部省の示す「内容選択の視点」のみの構成だけでなく，
匚方法的能力」の側面から内容選択の視点に絡め，目
標に迫る方法なのである（図１参照）。
２　生活科の授業モデル
方法的能力を育成する授業モデルと教師のストラテ
ジーを提示したいと考える。各単元レベルと単元相互
の関連性をもたせる授業モデルが考えられる。
（１） 各単元レベルの授業モデル
方法的能力を育成する生活科の授業では，単に体験
・活動をさせておけばよいという体験重視で終わる教
科とは考えていない。①体験に先行して見通す場面，
②体験的活動の場面，③体験を学習へと高める場面，
これは，子どもの気づきを再構成する場面としてのリ
フレクション（ふりかえり）という３つの学習場面が設
定される必要かおる。方法的能力を育成する授業では
特に，③の場面が重視されるべきである。自分の活動
によって何らかの変化を自覚するとともに，友だちや
教師からの評価を通して次の活動への意欲的喚起がな
されるのである。つまり，
体験に先行して見通しながら，体験的活動を通
して子どもの気づきを大切にし，子ども同士ある
いは教師と子どものコミュニケーションの中で，
気づきを再構成する授業構成にある。
図２　生活科の学習過程
見　　 通　　 す
・計画を立てる
・活動の選択
・コミュニケーション
体 験 的 活 動
・子どもが没入する活動
（遊び化の視点）
・問題の発見（気づき）
リフレクション
・表現， コミュニケーション
・評価
・問題の再発見，思考
(気づきの再構成)
図２に示す学習過程は, 活動の発展的な連続腟によっ
てどのような子どもに育つのかを見通しながら，単元
の中で繰り返し行われることが必要である。
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２　単元相互の関連をもたせる授業モデル
生活科の年間指導計画に関しての課題について片上
宗二氏は，次のような５種類の単元から年間指導計画
を組み立てることの必要性を主張されている(5)。
?
? 投げ入れ単元　　 ②　小単元　　 ③　中単元
大単元　　 ⑤　 メイン単元
つまり，各単元レベルが細切れにな るので はなく，
活動や体験の発展や系統性をもたせながら単元相互が
関連し，発展するような授業モデルが必要である。
例えば，第１学年では，季節を感じる単元を絡めて
年間を通じて行う。表３は，大単元「きせっをかんじ
て」（6）の授業計画案である。単なる季節追いではなく，
植物の変化を自分のくらしの変化と比べることにより
自分とのかかわりを重視する構成である。
表３　大単元「きせっをかんじて」の授業計画案
単元 １　春を 見つけた
第１次　公園へ行こう
第２次　春の公園の設計
単元 ２　つゆのころ
第１次　水たまりで 遊ぼう
第 ２次　 晴れの日と雨の日のちがい
単元 ３　夏 のころ
第 １次　七夕 かざりを作ろう
第 ２次　 短冊 に願いをこめて
単元 ４　秋を 見つけたよ
第１次　 秋のファッションショ ーをしよう
第 ２次　 葉っぱの色 はどうして変 わるの ？
第 ３次　 公園で変化（ 春とのちがいは ？） したのは ？
第 ４次　 ファッションショーをしよう（ 秋らしさとは ？）
第 ５次　生 き物 はどのようにして冬をこすの ？
単元 ５　もう すぐお正月
第 １次　「お正月」を 歌お う
第 ２次　 むか しの遊 び（ たこづ くり）を しよう
第 ３次　年賀状を書 こう
第 ４次　 かが みもちとは何 ？
単元 ６　冬を楽 しく
第 １次　冬 のあ そび（ 氷のかざり もの）
第 ２次　夏 と冬 の住 まいのちがいを 見つ けよう
また，メイン単元としては，第１学年のメイン単元
として｢ ‾おおきく　なってね｣ を授業モデルとして提
示したいと考える(7)(図３参照)。
本単元の中心となる方法的能力の項目は，｢見る｣
であるが，育てる活動はもちろん，自分の生い立ちを
家族の人にインタビューをして調べる活動を絡めてい
くことにする。さらに，紙芝居にまとめるような活動
によって，植物と自分との成長を比べて見ることの科
学的な見方もできるようにしたいと考えている。それ
は，自分とのかかわりの中で植物を育て，植物が育つ
のと同じように，自分の成長を実感することにあるＯ
つまり，これまで育ってきたのは，家族や周囲のあた
たかい支えがあったことに気づ軋 自分が植物を育て
ることにも，関連づけてとらえることをめざして単元
を構成している。また，本単元は，入学してから年間
を通して位置づけているメイン単元であるＯ内容的に
は，自分を含めて生きているものへの成長を見つめる
単元として位置づけている。中心教材となるのは，あ
さがおとひまわり，さつまいもである。比較して栽培
することにより，共通性や相違性から「生き物」 に対
する認識も深まると考えられる。
図３　メイン単元 第1 学年「おおきく なってね」の展開案
①　単元名「‾おおきく なってね」（全29 時間）
②　単元目標
??
?
??
?
きる。　　　　　　　　 （調べる
○　植物や動物が冬をどのようにす
?
?
?
?
?
?
?
で き るよ うに
第
一
?
?
?
る
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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気づきの測匕
３　教師のストラテジー
生活科の授業では，子どもの活動を見ながらの教師
のサポートが必要である。前述の単元第１学年「おお
きく　なってね」を手がかりに教師のストラテジーを
考えてみる。
（１） 自己意識を高めることの必要性
生活科の授業では自分とのかかわりを重視した授業
構成にある。自分とのかかわりとは，自己意識を育て
ることである。自分の家庭での生活をふりかえること
やクラスの中での自分を考えること。また，今まで過
ごしてきた学校生活を考えることによって自分を確か
めることになる
。厂かかわり」と匚気づき」は汗自己意
識を高める
」ことにより深まっていくと考えられるＯ
［見る］が生活的に「見る」レベルから，調べたり，比
較したり
，分類したりして科学的に匚見る」レベルま
で引き上げるためには
，自分というものを意識し，高
めていこうという意欲がなければまず
，高められない。
（２）視点の転換を図ることの必要性
子どもの観察記述を見ると
，厂共感し，感情を移入
し
，自分イメージ本意にかく。」場合と「対象を見
つめ
，自分が観察者の意識をもち，見たことだけを忠
実にかく
。」場合が見られる。どちらがいいというの
ではなく
，どちらも認めてやることによって個々の存
在を認めることになる
。しかし，その記録に関しての
サポートをしてやることにより，子どもの認識のレベ
ルも上がると考える
。つまり，観察記録は，匚絵」と
「文」で構成しているので，「絵」による正確な描写と
厂ことば」による物語性の導入などの示唆を与える。
さらに
，視点取得の機会（8）を設定する必要かおる。
例えば
，「あさがおになって身体で表現してごらん。」
というような場の設定により
，匚あさがお」，「ひまわ
り」，厂さつまいも」の成長の変化を振り返ることやそ
の違いなども明確にすることが可能になる
。つまり，
自分とは違う存在を意識し
，さらには，自分までも人
間の成長という長いスパンの中での「いま」の自分を
感じることのできる契機となるのである。
（３）メタ認知を促進し，新たな好奇心を高めていく
ことの必要性。
子どもが「生き物
」に対する認識のレベルとして，
対象のないレベル→対象として意識するレベル→自分
と同
一視するレベル→他者の存在を意識するというレ
ベルかおる（9）
。このレベルの違いは，「見る」という
レベルの違いでもある
。子どもたちが記録した葉っぱ
の形に着目してみると
，最初は，「あさがお」を見て
も
，対象のないレベルのときは，「あさがお」の絵は，
０のような形で,ごjのような形に見えるまでは時
間を要するのである
。対象として意識することにより，
Ｄのような形が現れ，自分と同一視するようになる
と匚あさがお
」の一部をくゎしくかけるようになる。
このように
，葉っぱを一つ取り上げても，匚見る」こ
とのサポ
トーをしてやる必要かおる。例えば，全員に
黒板にあさがおの葉っぱだけを描いてもらう
。ほとん
どの子が
づのように葉っぱの概念にとわれた形を
描くのである
。つまり，どんな植物を見ても葉っぱは，
０ ように描くのである。厂本当に？」匚本当にこん
な形に見えるの？
」と投げ返してやることにより，
「自分は
，まだよく見ていないんだ。」という意識が
「見る」ことのレベルを上げていくことにっながる。
IV　おわりに
生活科は
，教師主導で知識を教えない教科だといわ
れる
。教え込まないからこそ，教師の指導性，つまり
場の設定が問われる教科である
。１・２年生は，具体
的な活動を通して思考するという発達上の特性をふま
えることも大切である。
また，生活科の授業は，方法的能力だけではフレー
ムワークできない限界性も指摘できる（lo）。今後も子
どもの普段の生活の活動の契機になる生活科授業を展
開していきながら，生活科の学力についての構造示
していきたいと考える。
【注】
（１）広島大学附属小学校生活科教育研究会「方法的
能力を培う生活科の授業」学校教育研究会, 1992年。
を参照されたい。
（２）実践事例については，次の通りである。「方法的能力を培う生活科の授業」････････20事例
「広島大学附属小学校研究紀要」‥‥‥‥‥４事例
「学校教育」広島大学附属小学校機関誌‥･･４事例
計２８事例
（３）加藤寿朗「問い続ける力を育てる生活科授業の
あり方
」第50回初等教育全国協議会研究集録，広島
大学附属小学校, 1994年, pp.97
―99.で加藤寿朗氏
は
，傍観的→主観的→共感的という生物に対する認
識の高まりを述べられている。参照されたい。
（４）文部省［‾小学校指導書生活編］教育出版, 1989年
。
（５）片上宗二「一年間を見通した生活科の授業づく
りに学ぶ
」『学校教育No. 943』，学校教育研究会，
1996年2月, pp.38-41.を参照されたい
。
（６）拙稿「方法的能力を育成する生活科授業のあり
方」第51回初等教育全国協議会発表要項，広島大学
附属小学校, 1996年｡を参照されたい。
（７）同上。
（８）視点取得に関しては，自己中心的→主観的→自己内省的→相互的→象徴的(Selman, R.1976.)とい
う報告がある。
（９）前掲（６）を参照されたい。
（10）片上宗二編著「オ
プーンエンド化による生活科
授業の創造
」明治図書, 1995年｡で，生活科の学力
像に関して詳しく述べられているので，参照された
い。
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